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S  体育的活動防の事故防血及び衛星ヨロナウ
イルス. . 防止@ 徹底について

※R 3年度比
o  R 4負t傷陥筒件数 10，8ω件。必伴僧)o  R 4体育的活動中{ ロ囲み郁分) の負傷申
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(1) 体育的: 1 働時の事故防止の4盤底
0  施I i ・用具. $のE健全点検や生徒の健康状鎗
の把握等，事故発生の事前防止を徹底する.o  A E Dの使用金は巴め. 事故が発生した際
の適切かつ迅速な対応に備える.ω . 綾症防止対債を. 庖した活動の実施
。 日h の健康観僚や適切なマスタの事. o . . _  
気の徹底唱" M J ! 防止対策を鴛じる.
0  園や県からの通知内容を治実に抱鍾し，適
切に対応する.
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， !ltW指. . 舗の・旨r=aづ< . . と.. 値
@ 充実
- 男女共曹の効県的怠学習肉' の充実
• 1  C Tを効果的に活用した媛. の工夫
. 体育と保健の関連を園? t ! :j曾. 'の充実

Z  翠胞やスポーツをすることが好きな生徒
の育成1=肉けたB 組の工夫

-1Iti;.-.;， [孟，;I，.{i)].，十.

aE体カテスト ( A + B + C ) 割合の総理事

告世土竺おl 官官司

圃Z

(11 隼冒針面の充実o  3.閃の見通しをもった領域湿択及び男女
共習を原則とした年間指週早計画の作成
o  3つの資質・能力の指導内容に民IJした適切
な単元の評価縫. の作成ω 生徒が怠司量的に取り組も慢重量づ〈り

。運動やスポーツ止の多様な関わり方を踏ま
えたヨ隠しい袋重量づ〈曹に向けた指導の工夫

(11 令和5年度『場体宛テストJ ( 全日制}
O  総合評価A + B + C 87.0質問J標値:剣勝)。第3揚埼玉県綾輯興基本佃( 11-15)棚 D6段階糊
解御曹目揮を注ilした学IOJ割合 SKI首(目標値:&&.侃凪上}ω『体育旭区. . 悔織金」
0  
に注目しながら I C Tを活用した動画資料等
を作成するこ止で，生徒が主体的で継続的な
取組みができるよう工夫をしていた.
0  主体的に体力向上に取組めるよう翁噂の工
夫をしていた.

自己の浪況に応じた体カ向上の取舗の定書E
。f . 保健J と『体育J の内容を関連付け，
健康な生活と運動やスポーツとの関わりを
深く理解したり，心と体が曾畿に関連して
いることを実感したりできるようにする.
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学習織穂署慣の虫歯r=aづ〈
指3 l :僻値の完E健

- 男女共曹@ 効果的な学習肉曹の充実
I C T  

学習指海軍耳慣が年次進行で実施となり. S .字国
を迎えた。全日制高等学校では，いよいよ金学年

に基引、た学習指導を行うことが決められている.
特に新たに明記された「共生の観点を踏まえた
指導の充袋」ではa 体力や銭飽の程i l ; . 性別や隊
容の有怨奇1lIi1::闘わらず，運動やスポーツの楽しみ
方を共有することができるよう a 男女共習や生徒
の困難さに応巴た配慮について充実させてい〈こ
とが求められている.

果的に活用した授業の工夫も継量揮して取り組むペ
き録湿となっている.
そして. 本県体育様車置の一つである『運動好き
な盆後の育成』に向けて，引き続き獲しい録集と
なるよう. より一層の指噂の工夫を困るこ kがII
J ! である.

学置欄酬の全体細 l  
さて，現行の学習指糠要領では. 従前の学習内

容が中心主なる「何を学ぶかJ r  
ように学ぶ語通'J. また学習をとおして『何ができる
ようになるか'J. という点が加えられた.
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園上郊の聞いでは. r何ができるようになるI )'J
という点で" r新しい時代に必要となる資質・飽カ』
が盤書置されている.

年間指導計画の作成
学習指鴻要領のB 旨1::基づいた学習指導を行う
ためには，科目の目榎や指場内容はもとより学習
指導要領舞鶴「第 3章各科目にわたる指導割・四
の作成ど内容の取扱いJ に基づいた指理事計画を作
成することが必要である.

3年聞
の見通しをもった学習計画を作成するとともに，
領域還拠や共生の纏点を踏まえた学習となるよう
工夫が必要である.

〈年問調菌噂計画作成のポイント〉
① 36 単位時間とする. 2 単位
の学年は70単位時間， 3単位の学年は 105単
位時間で計画する.(1単位時間随分のお合}
@ 共生社会実現の観点から，原則男女分けず
に表記する.

③ r A体つ〈り運動J :及び r H体育種槍J は，
全ての学年で実泌する.
• r A体っくり渥鋤J
2単位の学年で7単位時間以上. s単位の
学年で 10単位時間程度配当する.
・rH体育霊童相J
E 当する.

@ その他の領域は，生徒が自由に還択して.. 
修するこ kができるように庖慮する.
・入学年次
rB易総運動J，rc陸上鏡技J，rn水泳』

及びrGダンス」から H関脇以ム fE球技』
及び rF武道J から 1領緩以上を選択して
. 修することができるようにする.
rE球技』の還動については. 2つのヨE

を選択して履修するととができるように
する.

rB器核運動IJ. rC陸上線接J. fn水泳J，
rEJIII技J. fF食道J 及び rcダンス』か
らZ 領域以上を還択して.. 修することが
できるようにする.

@ 併冒内容は. 領域4障を記入し，単元を( )  
で示す.
例: 球技{ ゴール型) . 陸上縮技( 長艦隊創，

⑤領域の選択方法や. 学伎の実態に応じて行
えな』咽域及び限定している領域がある場合
は，留意事項k して表外の備考欄に記入する.
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各学校が磁定十る学校舷宵目1聞を実現するため
に「カ Pキュラム・ 7 ネジメント』の突事Eには以
下の点をおさえて取組んでいただきたい.
l ・学留指場要僚にきづい化指導野田Eゆ作成(Plan)
・4冒噂計画を臓まえた敏曹の尖纏( D ol
，生徒の学習状況や指導普+ 薗等の静価( O leck)
・授業や滑車計画・を改曾( A otloω
学寄掃海要領ではャ小学校から高司事学校までの

指漉内容を4 年ごとのまとまりで体i系化している.
高等学校では. r卒業後も運動やスポーツに多織
な形で闘わることができるようにする時鋼J e し
てa 各個織の還択や男女共習を轟本としている.
各学校の実簡を低みて育成する生徒のゴール像を
イメージするとともに. 社会に岡由寸もた赦育課事量
の実現』こ向けて. . ，こ取組んでいただきたい.

| 掌留指噂裏債の勉首1::&づ〈早宮指事の充実 |
体育・保健体育の授業でほ，学習指導を過して
生徒の Sつの資質・飽カをパランスよ〈育成し，
運動の楽しさや事ぴを味わい. 生涯にわたって豊
かなスポーツライフを総統できるよう，提動に学
びがあることが盛要である.
・保健体育の目標
往.
体育や保健の見方・宥え方を働かせa 練E置を易
見し，合理的，晋+画的な解決に肉付た学普遍魯を
過して，心と体を一体として縫え. 生涯にわたっ

フを継続するための資質・11カe*のとお事育成
することを目指す.
知眠及び渡飽
各種の運動の特性にJ t j :じたま童館等及び社会生

活における健康・安全について理解するととも
に，伎簡を身に付けるようにする.
思考力，判断力. 表現力等
運動や健康についての自他や社会の縁組金発
見し. 合理的. 計画的な解決に向けて思考し判断
するとk もに，他者に伝えるカe.う.
学vに向かうカ. 人間性等
生涯にわたってS値観して遺書bに親しむととも

書師、で活カ富bる生活を営む'.!lを事量う，
『知織及1地能I は. r生きて鋤〈知徹・技飽の

習得』を，r思考カ， 判断力，袋視力等』は. r未
知の状況にも対応できるカの脊成Jを， r学びに向
かうカ，人間性等」は， r学びを人生や祉会iこ生か
そうとする怠織の漏豊島』を目繍す.

生後が事業後も豊かなスポーツライフ湖臨し
ていくためには， 運動のt童館を高めていくことの
みならず，体力やま童館の程度，性別や障害の有無，
目的等の違いを超えて，運動やスポーツの多織な
獲しみ方を社会で実践するととができるよう留怠
することが大切である.
多織な獲しみ方とは，『する』費量しさだけではな
し 『みるJ 楽しさ， r支える』楽しさ. r知る』楽
しさを踏まえた脅え方である.
体育の授業では，これらのような楽しみ方を育

成していく. .な学習機会でもあることから，原
則男女共習で符うことや，学びに困殖さを感じる
生徒などへの配慮を守すっていくことが求められる.
授業を行うに当たっては，指導方法の工夫・司量
管を行うとともに，学後とじて針面的，組織的に
符っていくことが大切である.

| ・男女共曹の鋤果的な掌曹肉容の兎虞 |  
下図は，縦紬を体力の高低，横輸を運動の符怠
不得司Eで分娠した場合の生徒の紙布園の例である.
男子( 女手} だけで行う銀業と男女共習で行う捜
索について，それぞれ円で示している.
男女共習では，生徒一人一人の遣いを「性」に
よる遣いではなく. r，個』による遣いと考えること
で，多織な療しみの帽を広げることができる.

巨豆亙 臨調

I I'M *  fト

効果的な活動については，現在各所で研究され
ているところである.
・男女共曹の取組方法
・すべての活動を男女共習で実弘
・話し合いや練習は男女共習で行うが，ゲーム
や発表等は男女別iこ実匙
・話し合いなどは男女共習で行うが，練習やゲ
ーム. 発表等は男女別に実. .  
・同ーの学習内容であるが，_ 習もゲームも男
女別に実篤.
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学習方法については，生徒たちで考えてみるこ
とも学びの 1っとして考えることができる.
実践に当たっては，学習成果や効果だけでなく，
安全面や発達段階に応じた配慮を徹底した上で取
組む必要がある.
令和 5年度の高等学校地区研究協議会では，様
々な実践を見ることができた。
・長距離走( パシュートラン)
一緒に走った後，振り返りを行っている姿

- 球技・ゴール型( サッカー)
一緒に練習を取り組む姿( 試合は別々)

- 球技・ペースポール型( ソフトボール)
一緒に歴史や安全面について学ぶ姿

特に体育の授業では，単に運動の技能を高めて
いくことのみならず， rする，見る，支える，知る」
といった運動の多様な楽しみ方を社会で実践する
ことができるよう指導の充実と改善をお願いした
b、。

- I C Tを効果的に活用した授業の工夫
グローパル化の進展や絶え間ない技術革新が進

むこれからの未来社会を切り拓いていくためには，
I C Tの活用が欠かせないものとなっていくこと
が予想される。
保健体育科では，情報機器の活用等に関するは
配慮事項について，次のように示されている。
保健体育科において，各分野の特質を踏ま
え，情報モラル等にも配慮した上で，必要に応
じて，コンピュータや情報通信ネットワークな
どを適切に活用し，学習の効果を高めるよう配
慮する。
またJ 1  C T活用の留意点については，次のよ
うに示されている。
運動の実践では，補助的手段として活用する
とともに，効呆的なソフトやプログラムの活用
を図るなど，活動そのものの低下を招かないよ
う留意することが大切である。
体育における I C Tの活用については，どの学
習活動で，どのような資質・能力の育成を図るか
など，事前に検討しておくことが重要である。
令和 5年度の高等学校地区研究協議会では，学
習の補助教具として活用した多様な取組を見るこ
とができた。学習資料では，従来のプリントをデ
ジタルデータにして配布したり，映像資料の視聴
に活用したり，動作撮影による動作解析に活用し
たりする実践を見ることができた。
・武道( 柔道)
投げ技を撮影し，動作を確認する取組

- 陸上競技( ハードル走)
遅延再生ソフトを用いて自己の動作分析をする姿'Cf寸 11 f"" ・
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模施主なるダンスt - 視臆している望号

.o尾道(剣道〉

なお. 1  C Tの活用について隠，生徒の運動活
動時聞の確保や学びの支援だけに留まら- r . 敏郎
の指導の補助として，適切な学習評価や婚導内容
の充実にも有効であるこ主に治目していただきた
u、.
ただい I C Tを使うこと自体が目的化してし
まうととがないように留意したい.

| ・体育と保健の闘遣を園9 た指却の充実 |  

成 2 1 .改訂の学習指場裏債の成果と際組につい
て. * のように示されている.
【成果1
健康の犬切さへの'31.や健康・安全に闘する
益礎的な内軍事is身に付いた.
【限思1
健康課題を宛見し，主体的に繰題解決に取り
組む学習が不十分であり，社会の変化に伴う新
たな健康幌題に対応した敏背が必要E
こ才tゐt -IIIまえ，高等学校「体育」については，

保健k の一層の回途を園った内容絡について改俸
を図るとととされIt:.d

スポーツ庁では. 体カについて次のように添し
ている.n 扇比人岡のあらゆる活動の釜本ぬるも
のであり a 健康な生活をお〈る上でも，またも
のごとに取り組む意欲や気力とい。た精紳商
の充実はも深〈関わっており. 人関の健全な宛
途・成長を支え，より豊かで充実した生絡を送
る上で大変: 1 1 . なものです.
体育ゆ侵鍵では，健康k 関連付けた学習指噂t -

行うとともに，体育の目標における「生涯にわた
って豊かなスポーツヲイフの継鋭l や「自己の骨量

運動・スポーツ好意度調査の結果( 2 4 ページ園
1) からもわかるうに，本県前後生の運動・スポ

保健体育科の巨4震である「生涯にわたる豊かな
スポーツライフの実現」を図るために除，全ての
生徒が「保健体育の提携は楽しいJ と扇じられる
よう学習指理事の改替やヱ失が求められる.
体育の獲量障は. r'する，みる，支える，知る』の
多様な療しみ方を育成してい<111耳な学習僚会で
ちあることから. 今後ますます重要な議科目とな
ることを- していただきたい.

るこ左を跨りに局じ，鳴しみながら取組んでいた
包含食h、
運動・スポーツ得意の生従事t育成するための仕

)!lS対象であるこkから，館行鎖' 障が求められるk
ころであるが，これ去での経険豊かな先生方の手
踊1::1111符し. ここでは取組の考え方のー簡を紹介
するまでにとどめたL、.
・生徒が意欲的に取り組む鰻重量づくり
10 運動やスポーツの多様な関わ曹方をE監視

した援策展開
o  r主体的・対話的で漂い学び』につながる
学習機会の11!t定

O 学習' h - ド等の綾材や綾具の工夫o  I C Tを有効活用した学習の工夫
0 実習や実験，餓題学習など，知織を活用す
る4省通事方溢の工夫
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学習指導計画作成上の留意点

(110学年O組〉 体育科 学習指漕藁
↑ 保健体育科

※ 小学校の場合の「学年・学瀬名」言己入位置
令和O 年O 月O 日 (0) 第O 校時活戴揚所

※中・高等学校の場合の「学年・学識名」記入位置→備O 学年O 細男子0 0名女子0 0名計oc名
指導者

1  単 元 名…主として指導する種目特輯の内容をまとめたものを記入する。
※小今曜の場合 ・教材名領域の内容名)
※ 中・高等学校の場合 ・領域型央の場合「選択させる領域名J ( 自分が担当する運製題目窃

- 運毅纏目等選択の場合「領域名J (自分地球E当する運動種目等J
2 運動の特性…具嗣悼単元の目標と内容を導き出す手がかりとする。
(1 ) 一般糊軸
欲求の充足あるい出必要を充足する機能を中JL"乙捉え，児童生徒にとっての種目か寸駒な魅力C櫛国情聞
を明ら泊斗こする。
(2) 児童生徒から見た柑宝
児童生徒の実態を踏まえ，学習する児童生徒にとって，どこが楽しいれ遠ざける要因は何h どんな楽しみ
方ができる違動かを明ら制こする。

3  児童生徒の実態 |  の種目縫劃) にかかわる，学織の児童生徒の実態依噛克服能，思
(1) 知識及胡対I i I  カ，判断力，表現力等l 学び日こ向かう力，人間企輸を主に明ら制こする。
(2) 思考九判断九表現力等 |  た，授業を計置ける上で必要な意識調査や生活習慣のアンケート結果運
(3) 学びに向かう力，人間性等 |  能力キ技能ド関する調査結具体力課題解決河移指定伎は体力の実態を示
4 教師の欄観 |す。
(1) 知識及胡却I i ;::二

|  哩動の特白と「児童生徒の実動を踏まえ，一人一人の児童生徒が運包) 思考力，判断力，表現力等 |  
|  の楽しさや害びを味わえるようにするために，どこに車京を置き，どのよ矧学びに向かう力，人間性等 | ト
|  に指導していこうとするのかを具体的に明らカヰこする。5 単元の目標 lノ E

単元の学習を通して，学習指導要領に示されている目標及E舟棺改繭及t勝目 U思考力，判断力，表現力等3
〔執Fに向かう力，人間世明から児童生徒をどのように変容させるれ目指していることを箇条書きで示す。
※文末は，

6  単元の聞置規準
国立教育政策研究所穆情課程研売センター「学習評価の在り方ハンドブックJ ， f  W:指導と評価の一体{ 凶のた

めの学習評価に関する参考資料J ， f:埼玉烏時噌・中学校教育諌程指導・評価齢十J 等を参考に各学校でf惜し
た単元の剰融騨を示れ 己つの観長 I知識・技能] [ 思考・判断・表現1【主嗣句に学習に取り組帥臨】の「お
おむ柑前足できる」槻兄を割配規準として示す)
(側 |  |  繍・蝉 J時・晴・朝

単品傍鵬弾 |  ①②③  |  ①②  
主榊切E学習k 取り組む儲度

①②③  

7  単元の酎画※書き方の詳細は，各校種の学習指導案例を参照
(1) 領域の取り上げ方
(倒 「一一間 / 学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

走砂防運航陸上運動 2 0時詞 2 0時間 1 6時司 1 6時間
(2) 領域の内容 G里親躍目) と酎討動き
( 側 | 弊 | 糟 目指す動き

ノ、ー阿佐 1 4 0 m作ドル走で，第lJ>-f'iYを決めた足で踏み切って走り越己主ること
6 |  ハードル佳 I  4 0mi>-f四で，自俳合った品川で; 3歩または5柳川で走り越えること

※ 中・高等学校は3年間，小学校は2年間又は4年間で示す。 (6年間でも可7
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※評価計画には r6 単元の評価調準」の番号と評価方法を官す。また，評価する場面の番号も置す。
※ ここでの評価は 1単位時間毎の「ねらいJ 1; : : j I 到した振り返りとまとめを行い，それを受けて掬期こつなげていく評価であるb
1単位時間の「学習評価の観点lは原民トっとし，適切に開面できるようにする。また努力を要する状況向児童生徒に具備怜
手立てを講じるとともに，必要laじて，単五梁了時まで指導と評価を繰り返すことが大切である。

8  本時の学習と指噂 ( 4 / 8時)
(1) ねらい…・単元の目標に即して，本時でう官註徒に身に付けさせたいことを明確にし，どんな活動ができれば

よいれ学習の進属関兄を踏まえて具体的に示す。文京は r" " ，できるようにするn I と表記するの
※文の後に付ける ( ) は育成を目指す資質・能力の三つの柱から該当するものを表記する。

凶準備. ¥ : . ・本時に使用する教具》用具資料等を示す。
侶) 展開…¥ - 導入から展開・整理( と. A重性徒の楽しさを追求する活動を中心に書く。その楽しさを「本時の

らいの達成l という確かなものにするために，教師州国人・グパ片ープやチーム・全体等に何を指
し， どのような点に留意していくかをより具体的に明確に示す。/ 注 文献 r-させる。」となる諸白描九

鵬 | 特融・糊欄 ; _ _ b 咽意思問時相働問 | 俊銅胡尚繍撒く)

実
2  

信
2  

重
2  

験D
1 集合，挨鼠 ねらいと評価規準をE対させる 例-αコできるように D.fS.する。
2 抑叙述反り返り
3  準備運動
4 学習の場ヨくり，用具

-肺較洋習を振り返り，学習
から本特攻吟唱匂糟激付け

例
5  感覚っくり¢湿覇防
日 本時収漏らいヰ喝噌内容尊明面軍
7  課題解決
8  成果¢潮風
・託淘会，発表会等
9  自己評侃相互開面

※児童生翻t輔のねらい¢蹴仰ために
各自(グルF プやチーム〉の練煙の解掬E剛丈
1:，めように学習活動を刷費するかを，図キ市単埋
も入れ具体的ζ示す.

ゆD
m  盤箇盟Ib.対村け
11 学習の振り返りとまとめ
※各省の学習を振り返る.
・成果や瓢嵐気付きを発表する

結t附くよう，毅耐司振り返りの肝価をする.

※本時の学薗を円滑に進めるための留憲事項を具体的に示れ
-健康民主音を委する児童生徒の健康伏況と指導止双溶滴'頃

.  D.fS.するこ左吃 0 0できるようiごする.
( 0 0  

- 準輪運動明桝改撞を委する運動とそ岬ヲい方，配慮する児盤崩己学習集団等制噺鱒

※全ての児童生街司管尊する内容を明幡こい搾簿上の留意点を示す.
※一人一人耳目見量生御主本時制2らいを渇食すること泊代?きるようiζ教蜘効韓助言，蔵濯する
ことを具体的こ示れ
-各自むグループキザ」ム) q;犠纏のもたせ方，確認の仕方，鋼秩ρ位方，修正の仕方
・全員 (グJv-ープヰザーム，個人j に気付か喧謹繋させるべきとと，指考すべきとと
・後'肘菊初白調乙て功、て，各場町司容摩するポイント
・程濠停の個人.グループキザ」ム応対する備き制ナについての留意点
・技飴Dつまずきを予想いそれに対する指帯ηポイント

. 単元の評価観準【観点】
r7 (3) ( ! ;軒価幅I に基づき. r6 単却藩附務樺I で示じたものをそのまま耐。

l  指導と評価カト4本となるようにa
:  1  
:  !  
L  を示し，評価を次¢携帯に生村. I  

※本時抗浮習を援り返るに当たっての留意事項を具体的ヨす.
・盤濁- 周具を片村ける上での留意点
・本時同2らいに正対した援り返り，それを受附湾陥ゆ仕方，まとめ郊と叫ての要点
・端駒洋漕の成呆と標題を踏まえ次時D 予昏斡後の見通し

9  資 料 ・・…本単元体時 ) で使用する学習資料，学習カード等を添付する。
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第4 学年4 組体育科学習指噂案

令和 5年 1 1月 1 日( 水) 第 6校時 体育館

在籍児童数男子 1 6名女子 1 6名合計 3 2名

所沢市立上新井小学校 教諭 黒揮駿介

百 単元名 みんなで動きをゲットだぜ! ( 体っくり運動・多様な動きをつくる運動)

Z  運動申特性
(1) 一般的特性

0 仲間と関わり多様な動きに触れるなかで，様々な基本的な体の動きの幅を広げていくことに車しさや喜びを味わうことができる運動である。
O 多様な動きをつくる運動は，体のパランスをとったり，体を移動したり，用具を操作したり a 力試しをしたり a それらの基本的な動きを組み合わ

せたりする内容で構成された運動である.

O 多様な動きをつくる運動に取り組むことで，様々な動きの質を高めることができる運動である。
(2) 児童から見た特性

多様な動きをつくる運動の車しさや喜びを味わう要因 多様な動きをつくる運動を遠ざける要因

- 友達と関わるととを楽しめたとき. - 用具をうまく操作できないとき.
- 友達に悶められたとき。 - 友達と上手く関われなかったとき。
- 運動部上手にできたとき。 - できない動きがあるとき.
- できなかった動きができるようになったとき.

S  児童由喪服
(1) 知識及び運動

3年生までに多樺な動きをつくる運動を通して，体のパランスをとる運動や悼を帯動する運動，用具を操作する運動，力試しの運動を学習している。
新体力テストの結果も握力や柔軟性，ボール投げなr全体的に県の平均を大きく上回っている。しかし，運動経験について児童たちから話を聞くと，
姿勢・速さ. 9ズム・方向などを変えて走ることや，腕ぶことに闘漣する経験前少なく. r上手〈いかないj や rl ' うやるか知らない」などの発言部
事〈みられる。

(2) 屈有力，判断力，表現力等

3年生で取り組んだ多様な動きをつくる運動では，自分の課題は何かを考えたり自分の考えを友達に伝えたりする活動を行った。個人の振り返りで
は. rーするとできる」や「ーするとよいj など，学習したことを踏まえながら自分の考えを学習カードに畜くことができている. しかし，自分の考
えをま遣に伝えたりする活動では. r自分ができないから伝えられないJ r動画を見ても何をアドバイスすればよいかわからない」など，自分の考え
を相手に伝えることに課題がある.

(3) 学びに向かう力，人間性等

体を動かすことが好きな児童が多い。加えて，協力して準備や片付けをしたり，ルールを守って活動したりすることができている。しかし，安全面

の阻慮では，友達と夢中になり活動しているうちに，用具や友達と近づきすぎてしまう。結果として周囲の安全を確認しないまま運動に取り組み，危

険物に気付かない児童もいる.

4  教師由指事観

(1) 知識及び運動

単元を通して，体育ローテーションを取り入れ，多様な動きに触れられる教材を設定することで，運動経験を増やしていく. また，単元序盤に運動の行い

方を学習することで，学習に対する意欲と自信を持てるようにする. さらに，単元中盤では，グループを編成し友遣と関りを持つことができるようにするこ

とで，瓦遣のよい動きを真似したり上手〈いったときのコツやポイントを集めたりしながら協働して動きの置を高めていけるよう単元計画の工夫をする.

(2) 思考力，判断力，表現力等

自分の考えを友達に伝えることができるようにするために，単元全体で意図的に友達によい所を伝えたり，アドパイスをしたりする活動を設定する。そして，自

信を持って自分の考えを伝えることができるよう，よい動きの手本を見せ，できることはより上手く，できないことはよい動きを真似してできるようになればよい

ことを声かけする園さらに. ICTの括用では. 1 ' の場面の何を見.nばよいの治、 Eの場面の冊を何回撮i草すればよいのかが明確になるよう具体的に指導する。
(3) 学r J . に向かう力，人間性等

体を動かすことが好きな児童が多いので，楽しみながら運動ができるようにゲーム的な要素を取り入れた教材を設定する. また，学習:tJードの記入

を紹介したり，よい動きの紹介をしたりして進んで取り組めるようにしていく. それぞれの児童が，事前に危険を感じることができ安全に学習に取り

組むことができるよう，全体やグループ内で安全面白確認ができるよう芦をかけていく. さらに用具や友達と距離が近くなりすぎないよう，場所を示

して括動できるようにする.
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6  単元自目視
(1) 多様な動きをつくる運動円行い方を知るとともに，体のバランスをとる動きをしたり，体を移動する動きをしたり，用具を操作する動きをしたり，

力試しの動きをしたり，それらを組み合わせる運動をしたりすることができるようにする.
〈知識及び運動)

(2) 自己の課題を見付け，その解決のための活動を工夫するとともに，考えたことを友達に伝えることができるようにする.
{ 思考力，判断力，表現力等)

(3) 運動に進んで取り組み，きまりを守り離とでも仲よく運動をしたり，瓦遣の考えを認めたり，場や用具の安全に気を付けたりすることができるよう
にする。

{ 学びに向かう力，人間性等)

6  単元自醇値規串

知融・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①多様な動きをつくる運動の行い方について， ①自己の課題を見付け，その課題を解決す ①多様な動きをつくる運動に進んで取り組もうと
言ったり書いたりしている。 るために様々な運動の行い方を選んだ している。
②体のパランスをとったり，体を移動したり， り，友達と 緒に工夫したりしている. ②きまりを守り，誰とでも仲よく励まし合いなが
力試しをしたりする運動ができる。 ②多様な動きを身に付けるための運動の行 ら，使用する用具や活動する場の安全を確かめ

い方についてa 考えたことや見付けたこ ている。
とを友達に伝えている. ③友達の考えを認めたり，互いの気持ちを毒事重し

合ったりしようとしている。

7  単元自断固
(1) 領域( 体っくりの運動遊び，体っくり運動) の取り上げ方

運動f学年 1年 2年 3年 4 年 5年 6年
体ほぐしの運動遊び
体阻ぐしの運動 5時間 5 時間 4 時間 4 時間 2 時間 2時間

多様な動きをつくる運動遊び
多様な動きをつくる運動 1 7時間 1 6時間 1  2時間 1  2時間 8 時間 8 時間
体の動きを高める運動

(2) 領域の内容( 体っくりの運動遊びa 体っくり運動) と目指す動き
学年 内容 目指す動き

体旧ぐしの運動遊び 心と体の変化に気付いたり，みんなで関わり合ったりすること.

1 ・2年 - 体のバランスをとったり体を移動したりするとともに，用具の操作をしたり力試しの運動遊び
多様な動きをつくる運動遊び

などをすること。

体障ぐしの運動 心と体の変化に気付いたり，みんなで関わり合ったりすること。

3 ・4 年 - 体のバランスをとったり，体を移動したり，用具を操作したり，力試しをしたりするとともに，
多様な動きをつくる運動

それらを組み合わる運動をすること.

体ほぐしの運動

5 ・6年

体の動きを高める運動 - 体の柔らかき，巧みな動き，力強い動き，動きを持続する能力なE を高める運動をすること.
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(3) 指導と評可面白計画 (6時間扱い) 本時はO 印 5 / 6時

時間 1  2  3  4  ⑤ 6  

ねら 学習の進め方やノレーノレを知ろ 自分の謀題を見付け，その課題を
体を移動する運動に挑戦L - . 運動の行い方を工夫して課題を解決するため 友達を噂重L - . みんなで運動を楽しも力試しの運動に挑戦しよう. 解決するために運動の行い方を選u、 う。 び友達と工夫しよう。 に考えたことを伝えよう。 う。

寧指導内
- 学習の進め方 - 力試しの運動 - 体のバランスをとる運動 - 体を移動する運動 - 体を移動する運動 - 多様な動きをつくる運動
- ノレールの確認 - 動きの質を高める視点 - 動きの質を高める視点 - 動きの置を高める視点 - 動きの質を高める視点 - コースの弗有
- 準備や片付げの仕方 - 運動の行い方の遺択 - 仲間との関わり方 - 相手への伝え方 - 仲間と認め合うこと
1集合・整列・挨拶・健康観察 1  集合・整列・挨拶・健康観察をする。 2  上つ子体操をする. 3  用具の車備と場の設定をする.
をする。 4  体育ローテーションをする. ①平均台で動物歩き ②ストラックアウト ③サイドステップ鬼ごっこ (7秒) ④マーカー集め( 手押し車)
2上っ子体操をする。 5  本時のねらいを確認する。
3単元町学習の見通しをもっ。 動きマスターへの道 ~ 修行編~ 動きマスターへの道 ~ まとめ編~
- 単元の目標 6  力試しの運動をする。 6  体のパランスをとる運動をす 6  体を移動する運動をする。 6  修行編で経験した運動から一つ
- 学習の進め方 人間動かし る。 人並び日レー サイドステップ鬼ごっこ 遺び場の準偏在する。

- 人数( 二人で動かす) 新聞紙平均台 - 人数(4人 8人) - 姿勢 7  各グループが他のグループの考
4 本時のねらいを知り，目標を - 姿勢( 上，下，横) - 人数( 全員渡りきる) - 姿勢 ( しゃがむ，ジャンプ) えたコースを行う。
立てる。 - 方向( 動いたら運ぶ) ( 手をつなぐ) ( 横向き，しゃがむ，両足) - 方向( 前・後ろ・左右) 8  気付きを共有する.
5体育ローテーションの行い方 マーカー集め - 姿勢( 片足，しゃがむ) - 方向 動きマスターへの遭 ~ ラスポス編~
を確認する。 - 人数( 二人で並ぶ) - 方向( ジャンプする) ゴム紐くぐり 9  上っ子ワールドを行う。

者 6場や用具を準備する. - 姿勢× - 用具( ボーノレ，フラフ} プ) - 人数 - 姿勢( 這う，跳ぶ，走る) ジグザグ十字ジャンプゴム跳び
7試しの運動をする. - 方向( 笹ろ向きで進む) - 方向( ジグザグ，戻る) 走
8 用具の片付げをする. - 用具( ジグザグコース) - 時間( ゆっくり，速く) みんなでこえろ' 試練のかベ'

7  運動の工夫の仕方を知る。 10 用具の片付けをする。
9本時のまとめと振り返りをす - 難易度を上げ，難しい状態でもできるような運動を考えられるようにする。 11 単元のまとめと振り返りをす
る. 8  運動の行い方を選ぴ，友達と工夫する. る.
10整理運動をする. - 用具( ポール，フラフープ，新聞紙等) を用いる 12 整理運動をする。
11次時の予告，健康観察， - 友達の真似をする 13 健康観察，挨拶をする.
挨拶をする。 - 人数を変える. ( ベア，グループ，全員等} - みんなで合わせる

9  課題解決のために考えたことをま遣に伝える。
動きマスターへの道 ~ ポス編~

10 達成教材を行う。
ジグザグ十字ジャンプゴム眺び走 みんなでこえろ' 誤練のかベ 1

11 用具の片付けをする。 12 本時のまとめと振り返りをする。 13 整理運動をする。 14 次時の予告，健康観察，挨拶をする。
知・技 ① ② ② ① 

評 恩・判・表 ① ② 
価
計 強 ② ① ② ③ 

画 方法 観察 観察，学習カード 観察，学習カード 観察，学習カード 観察，学習カード 観察，学習カード
場面 5. 6. 7. 8  6. 12 7. 8. 12 6. 7. 12 8. 9. 12 7. 9. 11 
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8  本時由宇曹と指噂 ( 5 / 6時)
(1) ねらい
・多様な動きを身に付けるための運動の行い方について，考えたことや見付けたことをま曹に伝えることができるようにする。

( 且考力，判断力，表現力等}
(2) 準備
・ピプス ・ポール ・ホワイトボード ・マグネット ・提示資料 ・プロジェクター ・アンプ( 音源装置) ・学習カード

(3) 展開
段階 学習内容・活動 指導上の留意点 (0指導・評価規準)

1  集合整列・挨拶・健康観察をする. 0 服装を整え，気持ちよく学習を始められるようにする。

入導
0 児童の様子や動きを確認し，健康状態を確認する.

2  上つ子体操をする。 O つつの動きを正しく行えるように積極的に声かけをする。
分5  

8  用具の準備と場町設定をする。 O 安全に正確に車備させることができるよう全体に声をかける。

4  体育ロ} テーションをする。 O 前時までの学習を想起しながら，今までの自分の配晶を超えられるようにチ} ムで盛り上げ
①平均台で動物揖き てから行うことができるようにする。
②ストラックアウト 0 時聞の中で正しい動きができるように声をかける.
③サイドステップ鬼ごっこ (7秒) 0 記晶にこだわりながらも多様な動きが正確にできるように声をかける。
④マ} カ} 集め( 手押し寧)

5  本時のねらいを確認する.

| 制移動する聞に挑戦し、酬の行い措工夫して醐を解決するために考えたことを伝えよう.

| 動きマスタ への道~ 悼行編ベ
6  体を移動する運動をする. O 自分たちが選んだ運動をもとに動きの質を高められるように声をかける。

- 人並びH レー C 運動学習量が増えるよう揖の移動がスムーズに行えるよう声をかける。
- ゴム紐くぐり O 工夫の仕方の視点を確認しながら，多様な動きが引き出せるよう声をかけたり睦図をみせた

りする。
7  運動的工夫の仕方を知る. O 友達と協力しながら運動を工夫しているチームを褒めて全体へ共有する。

- 難晶度を上げ，難しい状瞳でもできるよ

展開 うな運動を考えられるようにする.

30 
分 8  運動の行い方を選び，友達k 工夫する. - 多様な動きを身に付けるための運動の行い方について，考えたことや見付けたことを

- 用具( ポール，フラフープ，新聞紙 友達に伝えている。
等) を用いる. ( 観察，学習カード) [ 思考・判断・表現1
- 宜達の真似をする.
- 人数を憂える. ( ベア，グループ，全員 ム努力を要すると判断される状況(C)の児童への指導の手立て
等)

- 動きの質を高めるための視点( 回数・時間・人数等) を踏まえ、実際に運動を行った
時の様子を一緒に確認しながら、考えたことや見付けたことを把握することができる

- みんなで合わせる ようにする。
。十分に満足できると判断される状況仏} の児童の具体的な姿
- 動きの置を高めるための視点在踏まえ，他の多様な視点から動きについて考えたこと
を友達に伝えている。

9  課題解決のために考えたことを友達に伝 0 行った運動についての考えを伝えられるようにアドパイスカードを車備L - . 活用することがで
える. きるよう適宜戸をかける。

0 友達に体を移動する動きについての考えを伝えられるように適宜声をかける.
| 動きマスタ への道~ ポス編ベ
10 達成教材を行弘 C 運動を行う際には，集団で取り組む達成感が味わえるよう声をかける。
- ジグザグ十字ジャンプゴム跳び走

11 用具の片付けをする. 0 片付けを安全に素早く確実に行わせることができょう個別に声をかける.

整理
12 本時のまとめと振り返りをする. 0 本時のねらいに沿ったまとめと振り返りが行えるよう学習カード等で本時の学習を相起でき

10 
るようにする。

分 日整理運動をする. O 手足を中心に整理運動をする.
0 児童の様千を観察し，憧康状態を確認する.

14 次時の予告，憧康観察，挨拶をする. O 元気よく挨拶をして，授業を酔えられるようにする。
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E置 保健体育科学習指導案

単元名 「体っくり運動J ( 体ほぐしの運動/ 体の動きを高める運動)

2  連副由特性
白) 一般的特性

令和 5年 1 0月 2 4 日むた) 第 5校時
第 2学年A 組男子 641 女子 1 1 4 1
行岡市立南河原中学校 教諭松岡

教諭岡田

体育館
計 1 7 4 1
俊佑(T 1 )
朱実( 四)

0 体っくり運動は，体日ぐしの運動と体の動きを高める運動及び実生活に生かす運動の計画で構成され，自他の心と体に向き合ってE 体を動かす築しさ
や心地よさを味わい，心と体をほぐしたり，体の動きを高める方法を学んだりすることができる運動である.
O 自己の体力に応じた体の動きを高める運動の方法や，運動を通して心と体の閲際やじ身の状態に気づくことが大切な運動である。
O 体の柔らかさ，巧みな動き，力強い動き，動きを持続する能力を高めることのできる運動であり，目的に適した運動を身に付け，組み合わせることで
体の動きの高まりが期特できる。また，学習の中で仲間の苧習を援助することや一人一人の違いに応じた動きなどを大切にすることで，意欲の向上が
期待できる運動である。
凶生徒から見た特性
「一一一一一正ヲくり運動の楽しきゃ喜びを感じる要因
・体力が向上していることを実感できる.
・普段行わない運動を行うので楽しいと感じることができる。
- 様々な体の動かし方を知ることができ，今後に生かすことができる.
. 仲間と協力して行うことができる.

S  生徒由実盤
{ 新体力テストの結果〉 ※上回るー 0  下回る V  

体っくり運動を遠ざける要因
・同じ動きを畏く続けること出好きではなく，苦しい在感じるとき.
・走るのがきっく，疲れるとき 0

・苦手な運動があると，上手くできないとき.

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 持久走 5 0 m走 立ち幅跳び ポル投げ

男
本校平均 29.33 33.67 40.17 48.33 
県平均 29.65 28.23 47.86 51. 89 子 0 ，"" ‘' 。 司. v  

主 本校平均 25.45 28. 73 52.27 48.36 
県平均 24.12 24.84 50. 13 46.82 子 0 ，"" 。 。 。 。

(アンケート結果) ( A組全1 7名)
①あなたは運動をすることが好きですか
好き 9人 どちらでも 6人 嫌い 2人

②あなたは，体の動きを高めることは必要だと思いますか
必要 1 4人 どちらでも， 3人 必要ない， 0人

面白い l人

④あ鵠皇官育2実業以釘竹骨き絞める骨語tEJ:Etか 3人
⑤官24f君動」1f史どんま警守ZES?:知ZIいま高官ない 0 人

(1) 知識及び運動

433.83 8.62 172.33 22.17 
394.21 7.92 202.45 21. 10 可， v  ‘' 。
280.00 8.52 174.09 17.55 
290.89 8.76 173.98 13.39 。 。 。 。

単純 Z人

1年生で「体っくり運動」に取り組んでいるため，アンケートの⑤「体っくり運動」がE んな運動なのか知っている生徒は半数以上いる。体の動き
を高める方法や，目的に適した運動についてもいくつかは身についているが，それらを組み合わせることができる生徒は少なく感じる。新体力テスト
の結果から，女子はすべての項目で県平均を超えているが，男子は8項目中 6項目前県平均を下回っている。特に，持久走や立ち幅跳びに課題がある。

( 司思考力，判断カ，茸現力等
様々な単元で話合い活動を取り入れているため，仲間の意見を受け入れることや，自己の意見を伝えることには抵抗はないように感じる。しかし，
技能向上のポイントを的確にとらえられず伝える内容に具体性出欠けることが多く，課題解決の手立てや技惜の向上等になかなかつながらないことが
多い。
(3) 学びに向かう力，人間性等

アンケート結果から，運動が好きな生徒は半数以上おり，与えられた課題に対して比較的意欲をもって活動に取り組むことができる。体力の向上を
実感できること，新しい体の動き方を知ることができることや仲間と協力して行うことができることに楽しみを感じている. 体の動きを高めることが
必要だと感じている生徒は多くいる反面，同じ動きを長く続けることに対して， r苦しい」や Iやりたくない」という意見をもった生徒もいる。

4  教師由指噂.
(1) 知識及び運動
体っくり運動に関しては， 1年生で体ほぐしの運動や体の動きを高める運動を経験しているt め，体っくり運動へはスムーズにとりかかることがで
きる. 生徒の実態を考慮しながら，体を動かす楽しさや心地よさを味わわせ，体っくり運動の意義と行い方，体の動きを高める方法などを理解し，目
的に適した運動を身に付け，組み合わせることを理解させる。

( 司思考力，判断力，表現力等
1年生より更に専門的な知識を学習し，その知識を活用しながら，学習課題への取り組み方を工夫できるようにしたり，自己の課題の発見や課題解

決に向けて考えたりしたこ k を，他者に分かりやすく伝えることができるように指導する。
(3) 学びに向かうカ，人間性等
体っくり運動に積極的に取り組み，仲間の学習を援助することで，自己の能力を高めたり，仲間との連帯感を高めて気持ち良く活動したりすること
につながることを理解させ，取り組ませる。また，重参加者全員が楽しんだり達成感を味わったりするための工夫や調整部求められる場合があること，
話合い活動を通して，仲間の意見を聞くだけでなく自分の意見も述べるなど，それぞれの考えを伝え合うことが大切であることを理解して取り組むよ
う指導していく.
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5  単元曲目楓

(1) 体ほぐしの運動や体の動きを高める運動を通して，体っくり運動の意義と行い方，体の動きを高める方法を理解し，目的に適した運動を身に付け，

組み合わせることができるようにする。 〈知識及び運動〉

(目 白己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにす

る。 ( 思考力，判断力，表現カ等〉

(3) 体っくり運動に積極的に取り組むとともに，仲間の学習を援助しようとすること，一人一人の遣いに応じた動きなどを認めようとすることや話し合

いに重参加しようとすること，健康・安全に気を配ることができるようにする.

8  単元自静恒規準
知識・技能

O 知識

①「体ほぐしの運動」には r，c . . と体の関係や心身の
状態に気づく J. r仲間と積極的に関わり合う」とい
うねらいに応じた行い方があることについて，言っ

たり書き出したりしている.

②体の動きを高めるには，適切な強度，時間，回数，

頻度なE を考慮して組み合わせる方法があること
について，言ったり書き出したりしている。

O 技能
@ 体の各部位を振ったり，曲げたり，ひねったりする
ことや，ゆっくり伸展させそのままの状態で 1 0秒

維持させたりすることができる.
④ポーノレなどの用具を，タイミングやカを調整して投

げたり受けたりすることや，床に設定した様々な空
聞をリズミカルに歩いたり，跳んだり，素早く移動

lAtりすることができる。
⑤自己の体重を利用して腕や足を屈伸させたり，上げ

たりおろしたりすることや，同じ姿勢を維持するこ

と，二人組で上体を起こしたり，脚を上げたりする

ことができる。

7  単元自計画
仕) 領域( 体yっくり運動) の取り上げ方

学年/ 運動

第 l学年
第 2学年
第 3学年

思考・判断・表現

①体ほぐしの運動で. r心と体の闘係や心身の状態
に気づく J. r仲間と積極的に関わり合うj ことを
踏まえてねらいに応じた運動を選んでいる。

②体の動きを高めるために，自己の課題に応じた運

動を選んでいる.

③体力の程度を踏まえて，仲間とともに楽しむため
の運動を見つけ，仲間に伝えている.

体っくり運動
9時間
8 時間
8 時間

凶領域の内容( 体ほぐしの運動・体の動きを高める運動) と目指す動き

学年 教材 目指す動き

( 学びに向かうカ・人間性等}

主体的に学習に取り組む態度

①体っくり運動の学習に積極的に取り組も

うとしている。

②仲間の補助をしたり助言したりして，仲間
の学習を援助しようとしている。

③人人の違いに応じた動きなEを認め
ょうとしている.

④ねらいに応じた行い方などについての話

L 骨いに参加しよう左している.

体ほぐしの運動
誰もが簡単に取り組むことができる運動，仲間と協力して楽しくできる運動，心が弾むような軽快な運動を
自己や他者の心の状態在確かめ合いながら行うこと.

1  
体の動きを高める運動

ねらいに応じて，体の柔らかさ，巧みな動き，力強い動き，動きを持続する能力を高める運動を行い，運動を
効串よく組み合わせて行うこと.

体ほぐしの運動
誰もが簡単に取り組むことができる運動，仲間と協力して楽しくできる運動，心が弾むような軽快な運動を
，c . . と体によってロミュエケーションを取りながら行うこと.

2  
体の動きを高める運動

ねらいに応じて，体の柔らかき，巧みな動き，力強い動き，動きを持続する能力を高める運動を行い，体力を
パランスよく高める簡単な運動の許画を立てること.

体ほぐしの運動
心主体の関晦や変化を確かめ，仲間と積極的に交満するための手軽な運動をねらいに合うように構成して行う
」と.

3  
実生活に生かす 自己白日常生活を振り返り，健康の保持増進や調和のとれた体力の向上を図るために，体の動きを高める運動
運動の計画 の計画を立てて取り組むこと。
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13牒噂と劃価の計画 (8時間扱川 本時陪O印 7 / 8時

時間 1  2  3  4  5  6  @  8  

号 体っくり運動の特性や学習のねらい 仲間と協カして，体町柔らかき 巧みな動きを商める運由同方法を 体の瞳らカ喧キラ旬掛噛きを商める 自己t楊輯乙応じた週聞を考えようa 同じ課題をもった仲間> ，課題に 仲間とともに考えだ運動をグル{ プ 自分たちで浬勘を還択」実臨し

を翠弾しよう。 を高める運動に被捕しよう。 身にi柿すよう. 道菌加方訟を身1;:，仲官庁ょう. 応巴て考えた道闘を共摘しよう. で共有しよう。 ょう.

特宅佐相約束事、学唱の位$ ，粛まる - 偽証ぐし双方屋巌阪対7い方 - 巧みな覇防きを高める運動の方法 - 丈描V噛きを高める渥巌四方法 - 高まる都世について 自己の考えた選圏胞の伝え方 - 自己> 他惜の考え出渥撮冊伝え方 渥肱酒量尺の位方

体力 - 偶討し崎園舵湯眠 - 体の柔らかさを高める道銀問方法 - 運動の時間? 巨肱強畠ζ引、て 渥巌阪噛み合わせの位主

- 準備片付吋や、アドパイスの世方

1  あいさつ，健康観康

2  箪嚇醒動 1  周揖の櫓備 2  齢、さつ、健康観察 3  鵬噛防楓憧 4  構儲運動 5  3分横断り返L走

3  車時剖2らいと内容t嚇輯

4  オリエンチーション

体っくり運動の相生や、高まる体力 6  本時叫2らいと内容E嚇輯 6  本誌同ねらいと内容t嚇輯 6  本革担取らいと内容Z輔輯 6  本時的ねらいと内容E嚇蝿l 6  本喝望球2らいと内容E嚇蝿l 6  ウォームアy プ 6  本時t取らいと内容E嚇圏

について句帽捌 7  官官官敬η復習 7  官僚教η復習 7  前時叩復習 7  前富永万復習 7  前富永万復習 7  車時空取らいと内容Z輔副 7  前時呪瞳習

- 授業の目標 8 体ほぐし崎臨 8  体の動きを高める運動 8  体開動きを高める運動 8  運動を考える 8  選庫医棋有 8  前時の復習 8  運動の劃圃を立てる

- 凡- ，レ哨安勤時帽曹の説籾確認 - リズム陪熱って 開みな動き) t体の柔らかさ〉 -グ) 1 - - - 升司つ語れて自己の線題!こ • 1人 1つ考えた運動を同巴楳 9  運動防政晴 - 前昨で共有した渥駆的も還眠

5 グ' ，，_ 捕時 - ラインナy プ 方ト凡骨使って - 回転運動 応じた謹現世考える 題をもった仲間に伝える - 前回共有した選曲を別の鵡題を して望動を魁み合わせる

6  3分冊折り返し走 - あっち師、て埼吋 片足バランス タオル令告をつて .1目を活用して 1人 1つ崎臨を 高まる商肱時見直肱強度 もった仲間に伝える 9  集合・片付け

7 集合 - じゃんけんグッチ リズムジャシ勺ア - 埼手ールを使って 考える }こて功、て 10 黛合片付け 10 学習カード明日入・まとめ

8  学習カード噌己入・まとめ - チームダャグPング - コーンステップ 的動噛き ) 11 学習カード崎己入・まとめ 11 盤握罰璽動

9  盤窪謹直劫 自重を使って 12 聖Iil!i運動 12 あいさつ

1 0  あいさつ ポールを使って 13 あいさつ

- 椅子を使って

9 集合・片附す 10 学習カードの記入・まとめ 11 聾盤運動 12 あいさつ

知技 (j)lI) ④ 壇画

恩・判・表 申 @  (j)lI) 

強 ① 骨 由 骨

方法 カード 観察 観袋 観廃 毎輯カード 観察 観察・カード 観察・カード

場面 8  8 ・9 8 '  9  8 '  9  9 ・1 1 9  9 ・1 1 8 ・9 ・1 1
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8  本時由事曹と指噂 ( 7 / 8時}
(1) 本時のねらい
・体力回程度を踏まえて，仲間とともに楽しむための運動を見つけ，仲間に伝えることができるようにする.
凶準備
- スピ} カタイマポーノレ，パイプ精子，タオル，砂入りベットボトル，コーン，縄跳び

( 司展開

{ 且考力，判断力，表現力等〉

指導上の留意点 (0指導・評価規準)
段階 学習内容・活動

1  用具の準備
2  あいさつ健康観察
3  脈拍の測定 (1 5秒)

4  準備運動

導入 1 5  3分間折り返し走
分10 

n  n  
0 協力して準備を行うように戸をかける。 1 0準備の確認をする。
0 体育係在中心に，集合整列，あいさつを行う。 1 0見学者に指示を出す。

0 落ち着いた気持ちで脈拍を測るように声かけを 1
0脈の場所がわからない生徒の確認をする.

行う。 1

0 準備運動を大きな声でできるよう声をかける. 1

0 からだを温め，怪我の防止のために神びて
l  いる部位在確認する。

0 折り返し走において動きを持続する能力が高ま 1 0時聞を伝えたり，励ましの声をかけたりす
るこ左を確認する。 1 るようにする.

0 速いテンポの BGM を流¥ . - ，リズムよく走れるよう
にする.

6 ウォームアップ
・チームジャグリング
① 1つのポールを使ってその場で一筆書きしポ
ール囲し→右に回りながらポール回し→左に
回りながらポール回し

0 仲間と協力して簡単に取り組むことができる運
動を行い，心と体部弾むように戸かけをする。
0 気分が高揚するような田M をかける.

0 活動場所へ素早く移動できるように積極
的に声かけを行う.
O コミュニケーシヨンをとりながら行うよ
うに戸かけを行う.

7  本時のねらいと内容の確認

L  
8  前時の復習

9  運動の共有
- 課題別に分かれて話合い活動
①柔らかさを高める運動
②力強い動きを高める運動
③巧みな動きを高める運動

0 ポイントとなる点を確認しながら，本時のねらい
を確認する.

仲間とともに考えた運動をグループで共有をしよう。

0前時までの各グループの進度を確認する.
0 課題別の 3 つのグノレ} プに分かれて，自己や仲間
の考えた運動のポイントについての再確認をす
るように指示をする.
0 運動の行い方や高まる部位について再確認する
ょう声かけを行う。

ステージ

く三日工〉
書 I く主主主〉
3分0  

- グループに戻って課題別で考えた運動を伝える。
- 柔らかさを高める運動，力強い動きを高める運
動，巧みな動きを高める運動の順番に伝える。
- 伝えながら短い時間・少ない回数で良いのでー
緒に運動を行う.

ステージ

く三孟孟〉
fく五孟主〉
1く三孟主〉
- 予想される生徒の動き
①椅子を使ったストレッチ
②砂入りベットボトルをもった運動
③ポールを使った運動
④縄跳びを使った運動
10 集合・片付け

重 111 学習カードの記入・まとめ

分10 
12 整理運動

13 あいさつ

O 伝えることを明確にできるように助言す
る.
0 上手く伝えられていない生徒がいたら助
言をする。
O 自信をもって伝えられるように肯定的な
言葉がけをする。
O 仲間の考えた運動がわからない生徒がい
たら支援する.

O 説明を聞きながらメモをとるように声か
けを行う。
O 仲間同土教え合ったり，励まし合ったりし
ながら学習に取り組めるよう声かけを行
う。
O 運動の方法がわからない生徒がいたら支
援する。

一地を踏まえて仲間ととも峨L 枇めの運動を見つけ仲間に猷吋 |
( 観察・カード) [ 思考・判断・表現】|

i  
" 努力を要すると判断される状況 (C) の生徒への指導の手立て
|  ・学習カードを見て内容を確認するように助言する。
@ 十分に満足できると判断される状況( A ) の生徒の具体的な姿
| ・自他の考えた運動について，体力に応じた負荷や回数、時間などについて伝えている.
L 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

0 運動を行う時間，回数，負荷のかけ方等について
伝えるように声かけを行弘
0 どこの部位割高まるのか伝えるように声かけを
行う.
。仲間の考えた運動について，称費の肯をかけるよ
うに指示をする.

0 けがや体調不良者の確認を行う。
0 協力して片付けをするよう声かけをする. 暗。明

wつを
一1
1
f
F
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0 学習カードや仲間との話合い活動をもとに，本時 1 0本時のねらいの振り返りがうまくできて
の学習のまとめを行い，感想・反省を学習カード| いない生徒を支援する。
に記入するよう指示をする。

0 関節をよく伸ばして体を日ぐさせる。

0 元気にあいさっするよう声かけを行う。

0 伸びている部位を確認する.
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E 盟 保健体育科学習指導寮

1  単元名 「ダンス」現代的なリズムのダンス

Z  週鋤@ 特性
(1) 一般的特性

令和 5年 1 1月 1 0 日(金)第 5 時限体育館
第2学年 1  5名( 男子 6名・女子 9名)
埼玉県立小鹿野高等学校教諭高原和弘

ダンスは，感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊ったり，文化的背景や表現の仕方の理解な Eのイメージを捉えた表現や踊りを通した
交流を通して仲間とのコミュニケーションを豊かにすることなどを重視する運動である。また，現代的なりズムのダンスは，全身を使っ
てリズム感を養い，変化とまとまりを付けながら，仲間と自由に全身を使って踊ることに楽しさや喜びを味わうことができる運動である。

凶生徒から見た特性
生徒にとってのダンスの楽しさ

. 動きを覚えてリズムに乗って踊ること
・イメージした動きを表現できたこと
- 個や群での動きを考えて，仲間と一緒に合わせて踊ること

3  生徒の実態
(1) 知識及び技能

生徒にとってのダンスを遠ざける要因
. 上手く踊ることができない
・覚えられない
・張付やフォーメーションなど，グループで合意形成がとれない
. 恥ずかしい

ダンスに関する基礎的な技能に課題を持つ生徒が多く，音楽キリズムに合わせて体を動かし，タイミングよく踊り体を大きく動かすこ
とが苦手な傾向にある。

(2) 思考力，判断力，表現力等
自己の課題に向き合うことはできるが，自己や仲間の課題を発見し，相手に伝えるなどのコミュニケーションキグルハープの課題に向き

合っていくととが苦手な生徒が多い。

(3) 学びに向かう力，人間性等
運動能力は低下傾向にあるが，与えられた課題に対して意欲的に取り組むことができる生徒が多く，運動が苦手でも教員の指示をよく
聞き実行しようとする姿勢がある。

4  敏師の揖噂観
(1) 知識及び技能
課題曲の全体の流れを大切にしつつ，特徴的な動きをピックアップ1 . . - ，その動きの名称を覚えるとともに技能を習得できるようにして
いく。リズム感を養うため様々な動きを取り入れたエクササイズをアップとして行い，体の末端だけではなく重心を動かすことによって
動きにキレキメリハリが出ることを体感させていく。

(2) 思考カ，判断力，表現力等
資料などを活用し，曲調やリズムを捉えながら，自己や仲間の状況に応じた動きを遭択できるようにしていく固また，自己やグループ
の動きを客観的に見る場面を作り，課題等を出し合うという機会や，合意形成するために仲間に配慮しながらフリーの演技を考え，改善
していくといったコミュニケーションを行う機会を設けていく。

(3) 学びに向かうカ，人間性等
互いに共感し高め合おうとする態度を養い，連帯感を高められるようにしていく固また，楽しみながら活動ができるように， 人人
の違いに応じ士表現や役割などを大切にできるようにしていく。

5  単元:11)計面
白) 領域の取り上げ方

年次/ 運動 |  ダンス・武道
1年次 I  1  1時間( ダンス( 現北的なりズムのダンス) ，武道( 柔道) から選択)
2年次 I  1  1時間( ダンス( 現代的な日ズムのダンス) ，武道( 柔道) から選択)

※種目は生徒の希望で，場所や教員数など安全を確保したうえで遺択して実施する。
凶領域の内容( 運動種目) と目指す動き

年次 目指す動き
1年次 現代的なリズムのダンスでは，リズムの特徴を捉え，変化とまとまりを付けて，リズムに乗って全身で踊ることが現代的なリズム
のダンス できる。

2年次 現代的なリズムのダンスでは，リズムの特徴を強調して全身で自由に踊ったり，変化とまとまりをつけて仲間と対現代的なリズム
のダンス 応したりして踊ることできる。
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(3) 指導と評価の計画 (1 1時間扱い) 本時はo 5 / 1 1時
感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊ったり，自己キ仲間の課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，ダンスの名称キ用語，文化的背景と表現の仕方，交流

知識及び技能 や発表の仕方，課題解決の方法，体カの高め方などを理解するとともに，それぞれ特有の表現や踊りを身に付けて交流や発表をすることができるようにする。

単フE
現代的なリズムのダンスでは，リズムの特徴を強調して全身で自由に踊ったり，変化とまとまりを付けて仲間と対応したりして踊ることができるようにする。

思考力， 生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲間の課題を発見L ，合理的，計画的な解決に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝の 判断力，
標目 表現力等 えることができるようにする。

学びに向かうカ， ダンスに主体的に取り組むとともに，互いに共感し高め合おうとすること，合意形成に貢献しようとすること，一人一人の違いに応じた表現や役割を大切にしようとすること
人間性等 などや，健康・安全を確保することができるようにする。

時 1  2  3  4  @  日 7  8  9  1 0  1  1  授業づくりの
ポイント

集合、整列、挨拶、出席確認( 健康観察) 、本時の内容等の確認

0 オリエンテー - 三つの資質・10 輩備運動、エクササイズ( ウォーミングアップダンス) | 能力の内容をション
- 授業の説明 0課題曲の O グループ活動 0 発表会 、1 0発表会 パランスよく

0 グループ練習 O グループ O プレ発表の 0 テスト 指導する。- 目標 選択 - フリー演技作成 - 課題曲練習 練習 動画視聴 エクサ
| 動主主化 |

の動画視聴
20 • 1レールの確認 - 課題曲の O グループ サイズ - 主体的に授業

学習
O グループ決め 0 フリー演 態② O グループのダンス動画を 練習 ごとに のテスト に取り組めるO エクササイズ 技参考動画 合意形成 撮影、視聴 0 中間 課題確認の 巨日 ようにする.の 動画視聴 の視聴 - グループで良い点や修正 発表会 話し合い 知①

流れ 30 O 準備運動， O グループ練習 点を Jambo町 d に入力 - グループ 0 グループ 体力の向上
- 多様な関わりエクササイズ O グループ - 課題曲練習 後、話し合う ごとに 練習 0 単元の 方を経験でき練習 役割分担 O グループ まとめ るようにする。

| 品ト 恩② 練習
40 多様な関 0発表会 - コミュニケー

』旬、--旬、---‘ わり方 リハーサル ションの機会

否認 を多く設ける。
吟芝、集合、整理運動、本時の援り返り、次回の予告、挨拶

1  2  3  4  ---...s_ 6  7  8  9  1 0  1  1  評価方法

知 ② ト------ ① Goog!eFor佃，
観察

機評価会 技 -----~  ①② 
語価的

観察，動画

思、 ① ① ② ----ト- - Goog!eForm ， 
J四 lboard，観察

~ ーも ① 観察，態 ② ② Goog!eForm 

知 ①いろいろな動きと関連させた柔軟運動やリズミカルな全身運動をすることで，結果として体力を高めることができることについて，言ったり，書き出したりしている。( 入学年次より)
単 ②踊り方，リズムの特徴などに関する名称や用語について，言ったり書き出したりしている。
フロ 技 ①リズムの取り方や動きの連続のさせ方を組み合わせて，動きに変化を付けて踊ることができる。( 入学年次より)
の ②選んだリズムや音楽の特徴を捉え，変化のある動きを連続して，個と群や空聞の使い方を強調した構成でまとまりを付けて踊ることができる。

重 恩 ①遺択したダンスについて，自己や仲間の動きや表現を分析して，良い点や修正点を指摘している。
②ダンスの学習成果を踏まえて，自己に適した「する，みる，支える，知るI などの運動を生涯にわたって楽しむための関わり方を見付けている。
①ダンスの学習に主体的に取り組もうとしている。態 ②作品づくりなどの話し合う場面で，合意形成に貢献しようとしている。
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8  本時@ 隼' と抱君臨 (ts/官官時〉
( 1 ) ねらい
選択したダンスについて，自己や仲間の動きキ壇裂を分析して. 良い点や修E 点を指摘するととができるようにする.

く思考カ. 判断力，表現カ毒事〉
凶猶備
・タブレット

(3) 展開
「一一一丁
段階

- プロジェクター

指議上の留意点 (0指導 .，平価〉

- モニター

学習内容・活動
集合，盤列，挨拶. 出席積隠( 健康観篠)

- ポケット曹'i-Pi

1  

0 健康観第，出席確認，見学者への指示を行う.

。全員が挨o. 準備体換をしっかり行っている治嘱集，戸掛けをする.
0 本時のねらい，内容，流れを理解できるように指導する.
0 規律ある授業になるよう声掛けを行弘

本時の内容確認

準備運動

2  

s  
導
入
5分

O エクササイズのポイントを伝逮し. その郁分を強調して踊れるようにす
る.
0 大きな動きで踊れるように声をかける.

エクササイズ( ク- * ーミングアップダンス)
.スク Hーンの動画を見ながら体を動かす

4  

0慣れてきた生徒には，映像唱と見ないで踊るように声をかける.

0 移動を速やかに行うように声をかける.
0 ダンスが苦手な生徒に対して. 得意な生徒が敬えるように声をかける.
0 各グループのJ : 逮状飽により，再生速度唱と劇墜するよう指示をする.
0 反事長動画毒事も使いながら，指先などの細かい郁分も注怠するよう指噂す
る。

5  グループ練習
① 1 5分ごとに場所をローテーションしながら
練習に取り組む.

- 再生速度を変えたり. 反転勤画なども活用し
たりしながら自分たちの状況に合わせた練習
を行弘

【後半I
A: タプレットのみ
B: スク Fーン官官
C : 鎗前
D: モエター前

【前半I
A : スクリーン前
B:銭前
C: モニター官官
D:タプレットのみ

-・銚の前で練習する織子

0 グループ全員が入力できるように声をかける.
0 タブレットに入力する際には訟が入力したのかわかるように名前も入力
するよう指示をする.
0 入力した内容を発表し，発表された内容をもとに隠し合い金行い，個人や
グループでの良い点や修正点を共有するよう指示をする.

J 一一一一ー=主r 一一
・モエターの前で練習する様子

@ 動画の撮影，視聴

. スク Pーン宮町のグループは動画を撮影し，そ
れをもとに良い点，修正点を共有する.
・動画の撮影，視聴
'J.担Boardへ良い点. 修正点の入力
・入力した内容をむとに衝し合い.

2反本時はA. B グループのみ行う.
※ C. D グループは次回に行う.

展
開
4
0分

- 選択したグンメについて、自己や仲間の動きや表現を分析して、良い
点や修E 点を指. している. 【思考・判断・表現1

r -ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- .
g 企『努力視すると判断される状況ω』の生徒h の指導の手立て i  
I  . 見るポイントを個別にアドパイスする.
I  ;  

i@『 + 加でき制断抑制ωJの生徒の具体的機 l  
g 側で自己や仲間の艇を町、良い紳贈すペ材イントを糊し、わ i
g  かりやす〈仲間1::伝えている.
』園田園田園田園田園田園田園田園田園田園田園田園田園田園田

- スク Fーンの前で動画を視聴する機子

③グループで本時の綴り返りを行う.
・6∞glePorm " ' .入力を行う.

0 仲間と協力して片付けに取り組むよう指示する.片付け6  

0 整理運動で，径主義がないか健康状簡を確認する.盤理運動7  整
理
5分 0 全体的な線題について指通事する.

。元気よく規律よく挨拶ができるか，観ーーする.
本時の振り返り，まとめ，次回の確認8  
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7  資料等・G o o g l eサイトによる教材
口動画資料

体育2 年
【ダンス】

1I_" 

-・2・"

量晶d
引・...

.  ，・・・

R S  体育 2年 [ダンス] ift- b. :宇宙豊島* .tr圃・ 盛り車りコ方 ム Q  

事参考動画

フリ一部分の綴り付けの参考にしてください!

I 1  

1I 

1 1  

[  

口評価基準
R 5  仲司211- [ 9  .(J ム 持. . . Q. 

評価基準

011.・2・・t
... ... 

-圃')1¥

1l".  

0__ヵ・帽圃ヵ・曹明1)
。置割引 ，.. ー 守 :>' 

む.

自己に温、屯 rT晶. ;''6.  .....'6.  'III'6J 匂i!.11l直E 恒星:ll'o;。町民

Q1W1::聞か，，，.人圃置

9  '7.""".'"伎町E・り娼/1:，/"::守.

• G o o g l e  F o r m による振り返り
同S 情向2斗 [ 9 .-(1 凧 !8<f:.. .胃.. ."."::I，，-u. Q. 

掻り返りフォーム

- 理里担耳目盟理理盟理盟璽圃・・
2年ダンス振り返り

出内・... (開2*，.，・-2叩り・

"を。
包嗣・

.11'.'  

日付・

'ihy'tf'lflf咽・

11哩t医， .  (.，_" ， .. 
9 - A '包勾リ7 '


